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挨　　拶

2015年度の活動を開始するにあたり，活動方針についてご紹介致し
ます。
まず，我々JIPAが創設以来，一貫して民間の独立性を維持して見

解を発信してきたこと，今後もその独立性を担保して管理，運営して
いくということについて，活動方針の冒頭で改めて述べております。
これは，未来にわたってJIPAの拠って立つ理念として，維持してい
かれるべきものであり，来年度以降にも申し送っていきたいと考えて
おります。

さて，続いて，昨今の日本，世界，我々の事情をサマリーしております。わが国では，なかなか成
長軌道に乗り切れていない感というものがあろうかと思います。国からも指摘されており，また我々
も自身のことと感ずるところですが，具体的にイノベーションに挑戦することによって成長していく
ということだろうと思っております。産業界としては，日本経済成長の担い手として，競争力強化に
向けて取り組んでいくべき課題はまだまだ多いということだと認識をしております。
そして，一方で世界に目を転じますと，経済活動が深い相互関連性を持っていることは言うまでも
ないことですが，それに加えて，昨今では一国，地域の困難であったとしても，人類共通の課題とし
て世界全体で立ち向かうべき必要性が生じている例が多く見受けられます。安全保障や気候変動の問
題，人口爆発，食糧問題といったさまざまな問題があります。そうした問題の解決に向かう中では，
まさに多様な価値観がぶつかり合うことになるかと思います。人類には，多様な価値観の間の差異と
いうものを克服して対応する協調性が求められているものと言えます。
知財制度も，このような背景にあって，多様性を踏まえた上での「競争」と「協調」を考えていか
ざるを得ない時代になっていると思います。地球環境問題との関係で知財が語られ，あるいは人命と
の関係で知財が語られるという時代です。二国間，多国間の経済連携協定等の国際交渉の場でも，そ
うした価値の多様性が非常に強調されています。我々知財部門は，こうした時代において，イノベー
ションによって収益と成長に貢献する，そのための鋭い知恵が求められているということでございます。
上述のような認識を踏まえ，JIPA自身が，多様な文化，価値観というものを認識しながらイノベ
ーションを創出していくという場でありたいと思います。言うまでもなくテクノロジカルなイノベー
ションだけではなく，我々自身の関与するプロセスを変える，世の中の仕組みを変えていくというこ
とも，イノベーションです。JIPAの活躍するフィールドはますます拡大をしていますし，会員の皆
様を含めてJIPA自身が常にイノベーティブでありたいと思います。
具体的な基本方針，重点活動については，2014年度をおおむね踏襲して活動を続けてまいりますの

亀 井 正 博
理 事 長

2015年度運営方針

※本文の複製、転載、改変、再配布を禁止します。



知　財　管　理　Vol. 65　No. 7　2015864

で，添付「JIPA  2015年度重点活動計画」をご一読下さいますようお願い致します。活動体制としては，
基本的には21委員会，８プロジェクトで活動してまいりますが，多様な世の中の動きに合わせていく
ために，適宜，理事会において研究会や協議会といった場の設置を検討させていただき，活動を展開
致します。
スローガンである「世界から期待され，世界をリードするJIPA」を継続し，会員の皆様のご協力
を得て活動をしてまいりたく思いますので，よろしくお願い致します。

【添付：JIPA2015年度重点活動計画】
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